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車体のバランスとしてはリヤからくる車体の余計な動きをレートで押さえてしまったのでリヤが硬く、かなりピンポイントで許容範囲の狭いマシンに
なってしまいました。

ライダーの波多野君はもちろんメカの僕たちも勉強になることばかりです。頼りがいのあるいい兄貴（師匠！？）的な感じですね。よろしくお願いします。

皆さんお久しぶりです。

事前テストでは昨年からの自己ベストタイムも更新でき、更なるタイムアップを狙い新型スイングアームなどを投入しました。
しかしそこに車体をうまく合わせることが出来ずにレースウィーク突入です。
今回は開幕戦ということもあり木・金曜日の２日間走行枠があったのですが、今ひとつ車体の問題が解決しないまま終了。明日はもう予選です。

決勝は後半が楽になるようにとリヤのバネレートを少し下げていきましたが、ペースも上げられず厳しいレースになってしまいました。
波多野君の得意なコースの一つ目の茂木でしたが、あまりハジける事が出来ませんでした。応援してくれた皆様ごめんなさい。

レーシングサプライ

迫力が違います。そして期待してください！波多野祐樹の活躍とMOTOMAPチームの応援をよろしくお願いします。

いよいよ２００８年のシーズンが始まりました。今年も波多野祐樹とMOTOMAPの応援よろしくお願いします。

さて肝心のJSBクラスですが、予選１７位、決勝１３位、ライダーの頑張りで取ったポイントでした。

ST600クラスが行方知基と新庄雅浩の二台になりました。期待していてください。
今年はMOTOMAPメンバーにNEWフェイスが登場しました。

畑中　健太郎

次の筑波は二つ目の得意なコースです。ここはチームのホームコースでもあります。そして観客とライダーが日本一近いサーキットです。

さらに今年は北川圭一さんがMOTOMAPのアドバイザーです。去年からいろいろとアドバイスしてもらっていましたが、
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